
ホタルの名所 砺波地域 

 

 

 

 

 幅約3mの川の両斜面を約200mにわたってホタルが飛び交う。

斜面の草に止まったり、川を横断したりしながら、緑色の光を暗

闇にうかび上がらせては消している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 下水道整備や農薬使用の減少などで、水がきれいになったこ

とや、園内の木々が大きく育ってきたことから、水路には年々、

ホタルが増えてきている。水路や木々の葉の裏などで淡い光を

放ち、幻想的な雰囲気を出している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 福光中部小学校正門近くを流れる黒豆川。通称「だまし川」。

版画家・棟方志功が愛した風景としても有名な場所。ホタルを見

られる6月には、「だまし川のほたるとかっぱ村祭り」も開かれ賑

わいを見せている。 

 

 

 

 

 

 

砺波市千代 祖父川 

砺波チューリップ公園 

南砺市石黒地区 だまし川 



 

 

 

 南砺市開発の小矢部川支流・明神川で午後８時ころからの約

１時間、川面いっぱいに広がるホタルを見ることができる。この

付近は地元住民の観賞スポットになっていて、光の川のように

見えることもあるという。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 砺波市安川の「せせらぎ水路」（ホタルの里）でホタルが見ら

れる。辺りが夕闇に包まれると、水路や畔、周りの水田でゲンジ

ボタルが飛び交い、点滅する光の乱舞が楽しめる。同水路は、ホ

タルが成育しやすいように、川底や岸に土や石を入れて改良し

た。住民らが「ほたるメイト」を組織し世話をしている。 

 

 

 

南砺市石黒地区 だまし川 

南砺市安川 せせらぎ水路 


